
＊１　国際連合広報センター「持続可能な開発目標報告2020」。　＊２　乾燥地域などで、過剰な灌漑などによって、耕地の土壌表面に多量の塩類が集積する現象。
＊３　森林には生物多様性保全のほか、土砂災害防止機能や水源函養（かんよう）機能などがある。

　
　
　
　
陸
域
生
態
系
の
保
護
、
回
復
、
持
続
可

能
な
利
用
の
推
進
、持
続
可
能
な
森
林
の
経
営
、砂

漠
化
へ
の
対
処
な
ら
び
に
土
地
の
劣
化
の
阻
止・回

復
及
び
生
物
多
様
性
の
損
失
を
阻
止
す
る

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
陸
域
の
生
態
系
の
保
護
な
ど
を
目
指
す
目
標
15
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
活
性
化
を
目
指
す
目
標
17
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
15
は
鳥
取
大
学
、
目
標
17
は
慶
應
義
塾
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　

目
標
17
で
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
実

現
の
た
め
、
地
球
規
模
の
協
力
・
連
携
を

推
し
進
め
、
資
金
や
技
術
、
自
助
能
力
、

貿
易
な
ど
の
手
段
の
強
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

目
標
達
成
度
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
世
界
各

国
で
自
国
の
対
策
が
優
先
さ
れ
、
途
上
国

へ
の
資
金
援
助
額
は
減
少
。
海
外
渡
航
が

で
き
な
い
た
め
、
技
術
的
な
援
助
な
ど
も

十
分
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

各
国
の
資
金
援
助
実
績
を
比
較
す
る

上
で
有
効
な
指
標
は
、
国
民
総
所
得

（
G
N
I
）
に
占
め
る
政
府
開
発
援
助

（
O
D
A
）
の
割
合
で
す
が
、
目
標
17
で

掲
げ
ら
れ
て
い
る
目
標
数
値
0
・
7
％
を

達
成
し
て
い
る
の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の

わ
ず
か
５
か
国
で
す
（
＊
４
）。

　

他
国
と
協
調
す
る
こ
と
は
、
世
界
全
体

の
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
自
国
の
利
益
に

も
な
る
と
考
え
る
中
小
国
を
中
心
に
、
資

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

途
上
国
へ
の
援
助
が
不
十
分
に

世
界
の
状
況

解　説

解　説

目
標
15 

　

陸
域
の
生
態
系
の
保
護
は
、
残
念
な
が

ら
よ
い
方
向
に
進
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。
特

に
深
刻
な
の
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
７
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
密
猟
で
す
。
密
猟
は
、
そ

の
動
物
を
絶
滅
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
人
間
の
健
康
を
も
危
険
に
さ
ら
し
て

い
ま
す
。
新
興
感
染
症
の
75
％
は
、
人
と

脊
椎
動
物
の
間
で
感
染
す
る
人
獣
共
通
感

染
症
で
す
。
密
猟
・
密
売
に
よ
っ
て
人
間

社
会
に
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と

が
原
因
だ
と
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
そ
の
１
つ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
劣
化
も
大
き
な
問
題
で
す
。
陸

地
の
約
２
割
に
あ
た
る
20
億
h
a
以
上

が
劣
化
し
、
32
億
人
が
影
響
を
受
け
る
と

と
も
に
、
生
物
を
絶
滅
に
追
い
や
っ
て
い

ま
す
（
＊
１
）。
気
候
変
動
な
ど
、
劣
化

の
原
因
は
様
々
で
す
が
、
砂
漠
地
帯
の
国

や
地
域
で
は
、
灌
漑
に
よ
っ
て
地
表
に
塩

が
た
ま
る
塩
類
集
積
（
＊
２
）
と
い
う
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
に
お
け
る
森
林
面
積
の
減

密
猟
に
よ
り
人
獣
共
通
感
染
症
が

広
が
り
、人
間
の
健
康
に
も
影
響

世
界
の
状
況

目
標

17 
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
実
施
手
段
を
強
化
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
性
化
す
る
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金
援
助
で
の
貢
献
度
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。そ
う
し
た
国
々
が
得
意
と
す
る
、

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
対
話
を
通

じ
て
問
題
解
決
に
取
り
組
む
社
会
の
仕
組

み
を
、
世
界
全
体
に
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

日
本
の
O
D
A
の
対
G
N
I
比
は
、

0
・
29
％
と
、
目
標
の
0
・
7
%
に
遠
く

及
ば
ず
、
日
本
の
経
済
力
に
対
し
て
拠
出

額
は
低
い
状
況
で
す
（
＊
４
）。
人
的
貢

献
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
連
関
係

機
関
に
お
け
る
日
本
人
職
員
数
は
、
G
7

諸
国
に
比
較
す
る
と
少
な
い
の
が
現
状
で

す
（
＊
５
）。

　

そ
の
現
状
を
よ
り
よ
い
方
向
に
変
え
て

い
く
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
手
立
て
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
つ
は
、
透
明

性
が
あ
り
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
社
会
の

仕
組
み
づ
く
り
で
す
。
も
う
１
つ
は
、
多

様
性
を
理
解
す
る
教
育
の
浸
透
で
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
多
様
性
を
理
解
し
、
国
を
超
え
た
協

力
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
す
べ
て

の
国
民
が
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

そ
れ
ら
を
十
分
に
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
国
や
自
治
体
、
研
究
機
関
、
企
業
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
垣
根
を
超
え
て
協
働
し
て

い
く
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
科
学
技
術
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、 

S
D
G
s 

達
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
状
で
は
各
省
庁
に
よ
る
取
り

組
み
と
な
っ
て
お
り
、
横
の
つ
な
が
り
が

十
分
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。グ
ロ
ー
バ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
る
だ
け
で
な

く
、
日
本
国
内

の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
あ
り

方
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

教
授蟹江

憲
史

か
に
え
・
の
り
ち
か

専
門
分
野
は
、国
際
関
係
論
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

学
、
地
球
シ
ス
テ
ム
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
。
北
九
州
市

立
大
学
講
師
、
助
教
授
、
東
京
工
業
大
学
大
学
院

准
教
授
、
パ
リ
政
治
学
院
客
員
教
授
な
ど
を
経
て
、

２
０
１
５
年
か
ら
現
職
。

解説者
多
様
性
を
理
解
し
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
見
直
す

日
本
の
状
況

＊４　外務省「OECDによる2018年の各国ODA実績（暫定値）の公表」（2019年 4月）。　＊５　外務省「国際機関で働く日本人職員」（2019年 12月末現在）。

少
ペ
ー
ス
は
、
や
や
穏
や
か
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、目
標
を
達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ら
の
問
題
の
原
因
は
、
人
間
の
活

動
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
共
存
を
実
現
す
る
た
め

に
、
人
間
と
自
然
界
の
相
互
関
係
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
緑
豊
か
な
国
で
、
実
は
江
戸
時

代
か
ら
、
森
林
面
積
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
は
、
主
に
戦
後
に
植
え
ら
れ
た

人
工
林
が
全
体
の
４
割
を
占
め
ま
す
。
し

か
し
、
高
度
成
長
期
以
降
、
安
価
な
輸
入

材
が
増
え
、
人
工
林
は
十
分
な
手
入
れ
が

行
わ
れ
ず
、
放
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
木
が
過
密
に
な
り
、
弱
々
し
い
木
し

か
育
た
な
い
こ
と
か
ら
、
土
砂
災
害
が
起

こ
り
や
す
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

光
が
森
林
に
入
ら
ず
、
多
様
な
生
物
が
住

み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
多
面
的
機
能

（
＊
３
）
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
人
工

林
を
適
切
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
工
林
か
ら
伐
採
し
た
木
材
を
、
国
内

で
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
適

切
に
管
理
さ
れ
、
切
り
出
さ
れ
た
木
で
あ

る
こ
と
を
認
証
す
る
森
林
認
証
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
森
林
面
積
に
占
め
る
認
証
森

林
の
割
合
は
ま
だ
数
％
程
度
で
、
欧
州
や

北
米
に
比
べ
て
低
位
に
あ
り
ま
す
。
日
本

は
、
公
共
工
事
に
違
法
伐
採
の
疑
い
の
あ

る
熱
帯
林
合
板
が
使
用
さ
れ
る
事
例
も
あ

り
、
適
正
に
生
産
さ
れ
た
木
材
を
活
用
す

る
意
識
は
や
や
低
い
と
言
え
ま
す
。

　

自
然
環
境
を
、
国
民
の
生
活
や
企
業
の

経
営
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
資
本
の
１
つ

と
し
て
捉
え
、

経
済
成
長
と

同
時
に
自
然
資

本
の
管
理
・
増

大
を
目
指
す
こ

と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う

鳥
取
大
学 

農
学
部

生
命
環
境
農
学
科

教
授永松 

大

な
が
ま
つ
・
だ
い

専
門
分
野
は
、
植
物
生
態
学
、
植
生
科
学
、
保
全

生
態
学
。
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
生
物
学

専
攻
博
士
課
程
後
期
修
了
。
農
林
水
産
省
森
林
総

合
研
究
所
研
究
員
、
鳥
取
大
学
地
域
学
部
准
教
授
、

教
授
を
経
て
、
２
０
１
７
年
か
ら
現
職
。

解説者
人
工
林
を
適
切
に
管
理
し
、

国
内
で
の
有
効
活
用
を

日
本
の
状
況

『VIEW next』高校版 2021 年 8 月号

P.56 〜 57 で、目標 15 の達成に向け

た［鳥取大学］の学びを紹介しています。

https://berd.benesse.jp/up_
images/magazine/VIEWnext_
kou_2021_08_sdgs2.pdf

『VIEW next』高校版2021年8月号P.58

〜 59 で、目標 17 の達成に向けた［慶

應義塾大学］の学びを紹介しています。

https://berd.benesse.jp/up_
images/magazine/VIEWnext_
kou_2021_08_sdgs3.pdf
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